
 

情報提供日 令和７年１２月１日 

問い合わせ先 

大田市教育部石見銀山課（担当：遠藤）  

TEL:0854－89－0899 

FAX:0854－89－0089 

 

石見銀山遺跡に関する公開講座の開催 

１．行 事 名 令和７年度 ここまでわかった石見銀山 

２．目   的 
石見銀山遺跡に関する最新の調査研究についての発表と講演会 

を開催し、関心と愛着を高める機会とする。 

３．開催（実施）期間 令和７年１２月７日（日） 

４．開催（実施）時間 ９：３０～１２：１０（９：００開場） 

５．開催（実施）場所 石見銀山世界遺産センタ― オリエンテーション室 

６．主   催 大田市教育委員会・石見銀山研究会 

７．後   援  

８．参加・入場者数 
制限なし、参加申し込み不要、参加・視聴無料 

※資料代として 300 円が必要です。 

９．行事の内容 （全体の概要、特徴的なものなど） 

石見銀山に関する最新の調査研究成果を発表する講演会・研究成果発表会として、「令

和７年度 ここまでわかった石見銀山」を開催する。講師の村井章介氏には、「石見銀山

―海から生まれた石見銀山―」と題し、日本・朝鮮の史料、ヨーロッパの地図などから、

アジアの海を舞台にした石見銀山について講演をいただく。その他、研究成果発表も予

定している。 

午後からは同会場で石見銀山研究会（第６回）が開催される。 

10．特記事項 

 

①事前申し込みは不要 

②詳細はチラシを参照 

③参加費は無料だが、資料代として 300 円が必要 

11．その他 

 

添付資料：チラシ１枚 

 

資料提供 

広報取材依頼 

tel:0854－89－0899


石見銀山研究会第 6回例会 
ここまでわかった石見銀山 

日 時：202５年１２月７日（日） 

  会 場：石見銀山世界遺産センター 

 

ここまでわかった石見銀山 
 （主 催：大田市教育委員会 共 催：石見銀山研究会）  

９：３０ 開会・開会行事（ 9：10開場） 

９：３５ 報告「石見銀山遺跡で最古の紀年名をもつ板碑の発見と    

その意義」岩橋孝典（島根県教育委員会） 

１０：０５  発表「石見銀山の改変地形と鉱山開発／露頭掘り」中村唯史 (三瓶自然館) 

１０：４０ 講演「石見銀山－海から生まれた世界遺産－」 

村井章介氏 

日本・朝鮮の史料、ヨーロッパの地図などから、アジアの海を舞台にした石見銀山、日本

銀、それに関わった人々の世界についてお話しいただきます。 

      ※東京大学名誉教授。専門は日本中世史。主な著書に『北条時宗と安達泰盛』、『世界史の中の戦国

日本』、『日本中世境界史論』（角川源義賞受賞）、『中世史料との対話』、『東アジアのなかの日本

文化』などがある。 

１２：１０  閉会 

＊参加される方は資料代として300円必要です。 

                         【問い合わせ先】 

石見銀山世界遺産センター ℡（0854）89－0899   

石見銀山研究会第 6回例会 
 （主 催：石見銀山研究会   協 力：大田市教育委員会）  

１３：１０ 「中世山陰の港と交易」 中司健一（益田市教育委員会）       

１３：４０ 討論「石見銀山と海・港」 

１５：００ 閉会 

        【問い合わせ先】 

石見銀山研究会 ginzankenkyu@gmail.com 


